
令和７年度 第４回 中島小学校 学校運営協議会 会議録 

日  時 令和８年２月２７日 金曜日  ９：２０～１１：２０ 

会  場 中島小学校 会議室 

出席委員 委員１０名、校長、教頭   計１２名 （欠席６名） 

会   議   内   容 

 

１．校長あいさつ 

 

２．日程説明（教頭） 

 

３．６年生を送る会の参観（体育館） ９：３０～１０：３０ 

 

４．今年度の学校経営について説明（校長） 

 ・運動会、修学旅行、スリランカとの交流、下中フェスティバル、絆会議、市内施設の見学など 

 ・施設の見学や他校との交流でのバス移動は、同窓会より支援をいただいた。 

 ・地域の方の支援の様子 

  PTA奉仕作業、家庭科ボランティア、校外学習見守り支援、昔遊び講師、校内の環境整備、豆腐

づくり、さつまいも収穫 など、今年度も多くの支援をいただいた。 

 

５．後期学校評価について説明（教頭） 

 ・学習の項目の評価は全体的に高い。人前で大きな声で話す力も付けさせていきたい。 

・家庭学習の見届けは保護者の評価がやや低いが、児童の評価は高く頑張っている。 

 ・「ケガや病気に気を付けている」の項目は評価が高いが、普段の行動を見ると課題がある。 

 ・交通安全の評価は高い。運営協議会、地域の方の協力も大きい。 

 ・「学校に行くのが楽しい」と感じている児童が多い。 

 ・保護者が学校教育や家庭教育で特に大切にしたいことは、「思いやり」「社会のルールやマナー」

であった。連携・協力しながら取り組んでいきたい。 

 ・コミュニティ・スクールへの保護者の理解が高くなった。聞き方をわかりやすく変えたことがよ

かったが、以前から地域の方が協力してくださっていることは、多くの保護者が知っているこ

とが確認できた。 

 

６．授業参観の感想と意見交流 

①子どもたちの歌声が素晴らしかった。中島中学校も合唱を柱にしているので、中島小学校においても

合唱に力を入れることはよいことである。 

安心・安全部会の一員として引き続き子どもたちの登下校の見守りや引率補助等行っていく。校長の

学校経営方針にもあった「地域とともにある学校」づくりのため、協力していく。 

②中島中学校区では０のつく日を挨拶の日として、あいさつ運動に取り組んでいただいている。民生委

員としても毎月第一の０のつく日にはあいさつ運動を展開している。また、５月の強化週間には集中

的に運動を展開する。 



 

③６年生を送る会の様子を見て、子どもたちが元気いっぱいで安心した。 

インフルエンザや水痘など感染症の流行があると聞く。引き続き対応をお願いしたい。 

④６年生を送る会の発表は、どの学年も声にハリがあり、堂々としていた。聞いている側になっても、

落ち着いてしっかり聞けている。1～２年生の子もしっかり聞く姿に感心した。 

学力については、中 3 の進路選択の段階になって焦る子もいる。九九をしっかり身に付け、考えるこ

とを嫌がらないようにして中学校に入学してきてもらいたい。 

⑤中島小学校は本当に地域の方々とのかかわりが多いと感じる。登校時の見守りも手厚い。 

今年度は保小の交流が思うように進まなかった。暑さ等もあるが、来年度は園児と小学生の交流も進

めていきたい。 

⑥ボランティアをさせていただいていて感じることは、学校の中では日々いろいろなことが起きていて、

先生方も大変であるということ。できることで協力していきたい。自分にとっては、子どもたちとか

かわらせていただくことは喜びであるので、今後もできるだけ継続したい。 

⑦ステージの発表が素晴らしかった。また、聞く側に立った時の様子にはさらに感心した。１・２年生

も一生懸命、前のめりで聞いている。それにはやはり１・２年生の担任の先生方が子どもたちの中に

入ってみえる。寒そうにしている子に様子を聞く場面もあった。このようなきめ細やかな指導がある

からこそ、中島小の子どもたちは安心して生活ができている。 

司会台のマイクはよいが、スピーカーを通すとマイクの音が聞こえづらい。同窓会としての支援もで

きるので、改善するとよい。 

先日の不審者騒動の際、うち（光清寺）にすばやく助けを求めてきて、警察への通報などの対応がで

きた。下級生が怪我をしたからといってバンドエイドをもらえませんか、と上級生が来たこともある。

困ったときにすぐに助けを求める行動に、コミュニケーション力の高さを感じる。 

⑧中島小学校のよさとして、すぐーるを活用した情報発信がある。学校内の様子がタイムリーに分かり、

安心である。 

本日提示された学校評価の結果もわかりやすい。結果を受けて地域には何ができるのか、がすぐにわ

かる。 

部活動の地域移行が進んできた。実際に部活動に入部して来る段階での子どもたちの体の使い方が気

になる。小学生の段階から地域で遊びながら、体の使い方を学ばせたいと感じる。 

⑨６年生を送る会で順番に発表を見せてもらうと、子どもの成長の様子がよくわかる。各学年で力をつ

けて、６年間でこのように成長するのだ、ということを目の当たりにする。６年生は本当にしっかり

していた。コロナ禍で入学時に一斉休校になった子たちがこのように立派になって卒業するのはうれ

しいことである。 

学校運営協議会のメンバーについては、他校においても選出方法に変化が出てきている。参考にして

はどうか。 

⑩６年生を送る会における子どもたちの姿から元気をもらった。どの子も精一杯頑張っていた。 

⑪６年生を送る会、本当に素敵な会であった。学校・地域・家庭のそれぞれが役割を果たしているから

こそ、今日の中島小学校の子どもたちのようなすばらしい姿がみられるのだと思う。 

 

７．校長よりお礼 

今後も、関係の方々の願いを受けて、「地域とともにある学校」を目指していけたらと思います。 

 


